
市における類似事業 なし

近隣・同等規模等の
都市の状況

★草津市→類似した事業は該当なし
★守山市→類似した事業は該当なし
★彦根市→「元気フェスタ」。2005年から実施されており、今年で6回目の開催。彦根市民体
育センター、県立彦根総合運動場陸上競技場周辺で開催。市、健康推進員などから構成さ
れる「ひこね元気計画２１実行委員会」と体育振興会が主催となって、保健、福祉、スポーツ
イベント・骨粗しょう症検診・血管年齢検査、ステージ発表、模擬店などを実施。

大津市の人口

受け皿の存在

なし民
間
委
託 なし

高齢社会の到来にあわせて、特定健診など新たな検診制度の導入や、がん検診受診率
50％達成に向けた集中キャンペーンの実施など、国による新たな福祉・医療制度の導入も
あり、市民の健康に対する関心は年々高まってきている。

334,341 337,281 340,000 340,000

委託の現状

こ
れ
ま
で
の
成
果

将来の動向

対
象
者
の
状
況

対象者名

成果の内容

なし

738
市民が幅広く参加できる総合的な健康イベントは他になく、廃止することにより、市民の健
康づくりのきっかけとなる機会を失う。また行政が実施している各種検（健）診や健康づくり
事業などの健康保健情報を広くＰＲする機会がなくなる。さらには、同事業に参画している
各種関係団体も、活動を広くＰＲする場を失う。

Ｈ22見込 目標値（H22）

人
対象者の推移

単位 Ｈ20実績 Ｈ21実績

国、県の補助金の
動向

2,870 4,502 4,609

Ｈ21実績

840

Ｈ22見込

0.1

活動指標名

指標の推移

成果指標名

指標の推移

4,609

事業概要・施設概要

（補助金の場合は、
補助率・算出根拠・
限度額、対象者など）

毎年10月の第3週目の日曜日、皇子が丘公園体育館で開催しており、今年で20回目とな
る。会場では、医師や歯科医師による健康相談、健康フードの展示や試食、体力・骨密度
測定、ＡＥＤ体験など健康なくらしに役立つブースを約30カ所設置し、来場者に検診と健康
づくりの重要性の意識付けを行なっている。
【負担金】 大津市負担金100万円、大津市国民健康保険保健事業負担金350万円

＊下記収支は、市ではなく実行委員会を主体として算出したもので、当課職員が同会事務
局を担当していることから、人件費は当課事業の一部として算出したもの。

事業目的・事業の位
置づけ（首長公約、マ
ニフェスト、総合計
画、緊急度など）

高齢社会を迎えた今日、健康で生きがいをもって、人生を豊かに自分らしく明るく暮らすこ
とのできる地域社会を実現することを目標に、市民の健康づくりの意識向上をめざす。
【市長マニフェスト】マニフェスト2の⑪「市民の健康づくりを支援します」に記載

（総合計画第２期実行計画 方針01－政策03－施策12－視点02）

― ―

参加者

おおつ健康フェスティバルの開催により、来場者に広く各種検（健）診のＰＲと、健康づくりの
きっかけづくりに寄与した。

目標値（H22）

11,000

単位 Ｈ20実績 Ｈ21実績 Ｈ22見込 目標値（H ）

単位

―

Ｈ22見込

人 11,000

― ―

Ｈ20実績 Ｈ21実績

―

対象者あたり一般財源充当額 0 0 0

Ｈ20実績 Ｈ21実績 Ｈ22見込

使用料・手数料

平成3年度 継続～

総合保健センター運営事業費のうち
おおつ健康フェスティバル

負担金事業種別事業名称

事業期間

健康増進法（関連法令）、国民健康保険法（関連法令）

根拠条例 なし

健康保険部 保健所健康推進課

記入者 主査 中島 真介

事業の経緯

市民一人ひとりが健康を振り返り、健康づくりを考えるきっかけづくりに役立ててもらおう
と、大津市・大津市医師会・大津市自治連合会など18団体の実行委員会が主催となって、
平成3年度から開始された。会を重ねるごとに、コーナーが充実・拡充されてきたほか、「健
康ウォーク」「歯の健康フェア」など他団体の主催事業との合同開催や、「スポレク滋賀」
「韓国・亀尾フェスタ」などスポーツ・国際分野との共催事業として同時開催するなどによ
り、毎年約一万人が来場する市民に定着した健康イベントとなっている。

【収入】 千円

国支出金 （補助率 ）

県支出金 （補助率 ）

その他（負担金等） 2,867 4,560 4,609

4,560

0.1

【支出】 千円 Ｈ20実績 Ｈ21実績

人件費

人件費

従事人数（人）

収入合計 2,867

1,004

509

840

840

Ｈ22見込

事業費

1,014

【収支】 千円

使用料及び賃借料
会場使用料、健康測定機器リース、ミニ京阪電
車借上料等

5,342

Ｈ20実績

ステージ等会場及び音響設営、駐車場警備費等

一般財源充当額 843 782

看板、コーナー展示ブースパネル作成、京阪及
びミニコミ誌等広告掲載料等

0.1

840 840

主な事業費
(H22見込）

事業名称 事業概要

広告料

委託料

消耗品費・印刷製本
費等

報償費
健康相談医師・司会者及びコンサート出演者等
謝礼、健康ウォーク商品及び警備費等
各コーナー消耗品、ポスター・チラシ、プログラム
印刷費等

担当部課

支出合計 3,710

根拠法令

正規職員
従事人数（人）

人件費

事業費（予算・決算）

臨時・嘱託・
再雇用職員

5,449

一日に約一万人を集客できる大規模な健康イベントであり、10月の第三週目の日曜日に開
催していることが広く市民に定着しているが、約4,500千円の予算をかけており、決して小額
ではないことから、今後とも同事業をＰＲし、市民の健康づくりにより一層寄与できるよう、効
果的かつ適切な実施に向けて検討を重ねていきたい。

廃止したときの影響

その他特記事項・留
意事項など

事 業 概 要 シ ー ト

事務事業№

必須業務の有無 なし

2

30,000 10,000
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★おおつ健康フェスティバルとは…

おおつ健康フェスティバルは、平成 3年から、毎年 10 月の第 3週目の日曜日（平成 20 年度

のみ「第 21 回全国スポーツ・レクリエーション祭」の共催事業として大津港前広場で実施）に開催

しており、今年で 20 回目となる。健康に関する市民意識の高まりから、毎年約一万人が来

場するなど、市民に定着した健康イベントとなっている。 本事業は毎年テーマを決めており、新

型インフルエンザが流行した昨年は「インフルエンザ まずは手洗い 咳エチケット」をテーマに、イ

ンフルエンザ感染予防を大々的にＰＲした。会場では、医師や歯科医師による健康相談、健康フ

ードの展示や試食、妊婦体験、体力測定、骨密度測定、ＡＥＤ体験など、健康なくらしに役立つブ

ースを約 30 カ所設置し、毎年開催することにより、来場者に検診と健康づくりの重要性の意識付

けを行なっている。他にも、集客をより高めるため、ミニ京阪電車の運行やヌイグルミショーなどの

イベントや、京都新聞との共催事業として「健康ウォーク」を実施している。

【負担金】 大津市負担金 100 万円、大津市国民健康保険保健事業負担金 350 万円

●目 的

高齢社会を迎えた今日、健康で生きがいをもって、人生を豊かに自分らしく明るく暮ら

すことのできる地域社会を実現するため、市民一人ひとりが健康を振り返り、あるいは

体験を通して大津市民の健康づくり施策「健康おおつ２１」の実践活動へとつなげるき

っかけづくりに役立てる。

●主 催

おおつ健康フェスティバル実行委員会（会長：越智眞一／大津市医師会会長）

（構成団体：１８団体）

大津市医師会、大津市歯科医師会、大津市薬剤師会、大津赤十字病院、大津市自治連合

会、大津市地域女性団体連合会、大津市老人クラブ連合会、大津市社会福祉協議会

大津市民生委員児童委員協議会連合会、大津市健康推進連絡協議会、滋賀県食品衛生協

会大津支部、滋賀県国民健康保険団体連合会、京都新聞滋賀本社、滋賀県放射線技師会、

滋賀県臨床検査技師会、滋賀県理学療法士会、滋賀県保険者協議会、大津市

●後 援（例年）

滋賀県、滋賀県医師会、滋賀県歯科医師会、滋賀県薬剤師会、エフエム滋賀、ＢＢＣび

わ湖放送、滋賀ＺＴＶ放送局

▼同事業の様子は、下記ホームページをご覧ください

・2009 年の様子（大津市ＨＰ 「まちの出来事」2009年 10 月に掲載）

http://www.city.otsu.shiga.jp/www/contents/1254888854441/html/common/4b03482b013.htm

・2008 年の様子（スポレクとの共催・大津市ＨＰ 「まちの出来事」2008 年 10 月に掲載）

http://www.city.otsu.shiga.jp/www/contents/1224142657396/html/common/49221601010.htm

-　5　-



-  6  -



-　7　-




